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１ 題材名 しんぶんしワールド

２ 子どもと題材
(1) 子どもについて

絵を描いたりものをつくったりするのが好きな子どもたちである。休み時間には，自由帳
に人物や恐竜，好きなキャラクターなどの絵を描いている子が多い。友達の絵に関心を示し
て，自分のノートに描いてもらうなどの関わりも見られる。
就学前には紙箱や空き容器を使った工作や折り紙，お絵かき，粘土遊び，砂遊びなどを経

験している子が多く，自分のつくりたいものを自由につくるような活動を多く経験している。
１年生では，粘土の題材「みてみて，いっぱいつくったよ」で，粘土で自分の好きなもの

を黙々と作ったり，できた形を何かに見立てて楽しんだりする様子が見られた。また，自分
の好きなものをクレヨンで描く「すきなもの なあに」の学習では，描きたいものを次々に
思い付いてどんどん描いていく子が多かったが，一つずつ時間を掛けて丁寧に取り組む子や，
描きたいことが思い付かない子もいて，取り組み方に個人差があった。

(2) 題材について
本題材は，新聞紙をちぎったり丸めたりしながら，思い付いた活動をしていくというもの

である。新聞紙は身近な生活の中にある材料であり，大きさ，軽さという点からも低学年の
子どもにはとても扱いやすい。ちぎる，破る，折る，ねじる，丸めるなどといった加工が簡
単で，その加工の仕方によって手触りも違ってくる。また，切る方向や折り方，丸め方によ
っては強度のある材料となって，立体的な表現をすることも可能である。普段はやらないよ
うな，クシャクシャにしたりビリビリにしたりというダイナミックな活動もできる。様々な
表現方法を試しながら，その形や手触りから発想を広げていくことができるであろう。
自分の考えで活動を進める楽しさや，材料を扱う楽しさ，表現する喜びを十分に味わうこ

とができる題材であると考える。本題材のこうした特徴をとらえ，身近な自然物や人工の材
料の形や色などを基に造形的な活動を思い付き，並べたり，つないだり，積んだりするなど
手や体全体の感覚を働かせ，活動を工夫してつくるという資質・能力を高めることを目指す。
本題材では，特に，新聞紙を切ったり，つないだり，ねじったりして，活動をつくることに
重点を置く。

(3) 指導について
本題材で育みたい力は，材料の特性や手触りなどから表したいことを思い付き，造形的活

動を工夫する力である。そのために，まずは材料である新聞紙に体全体の感覚を働かせて十
分にかかわる時間を保証し，材料を形や手触りなどの造形的な視点でとらえるという「見方
・考え方」を働かせることができるようにする。導入では，新聞紙の大きさや扱いやすさを
生かして，ダイナミックな関わり方ができるように工夫し，子どもたちの意欲を高めたい。
材料に十分関わったあとには，発展的な遊びの要素をもった活動ができるように，前時の

活動での気付きを確かめて次の活動をする。気付きをみんなのものとして共有することで，
感性や想像力をさらに働かせて，そこから自分なりのイメージをもつという「見方・考え方」
を使うことができるように図る。普段教室で使っているものとは違う机や椅子を置いたり，
ある程度の高さにひもを張ったりして，材料の特性から表したいことを思い付き，巻く，つ
るす，かぶせるなど，活動がさらに広がっていくようにする。子どもたち一人一人の思いや
考え，つぶやきを共感的に受け止め，それが発展できるように子どもとの対話を通して思い
を見取るようにしていく。
また，友達との関わりも大切にし，友達と仲良くかかわって活動している子どもを賞賛す

るなどして，協力しながら楽しく活動することで互いの思いが自然に交流できるように図り
たい。

３ 題材の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) 新聞紙の特性を生かして，破ったり，折ったり，丸めたりする方法を工夫し，造形的な活
動をすることができる。 〈c-12〉

(2) 新聞紙を破ったり，折ったり，丸めたりしながら，造形的な活動を思い付いたり，造形的
な面白さや楽しさを感じ取ったりすることができる。 〈b-5〉〈f-32〉

(3) 新聞紙の感触を楽しみながら，造形的な活動に取り組もうとしている。 〈a-1〉



４ 題材の構想（総時数３時間）※「見方・考え方」を働かせた学習活動

時 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資
間 （・は予想される子どもの姿） 質・能力との関連〉

１ (1) 体全体を働かせて ・ 砂や粘土，折り紙など，こ ・ 新聞紙の
新聞紙に関わり，思 れまで経験してきた材料につ 感触を楽し
いのままに活動を楽 いてみんなで話し合い，本時 みながら，
しむ。 の材料についての興味を高め 造形的な活

・ 新聞紙を思い切り られるようにする。 動に取り組
破くと楽しいね。 ・ みんなで一斉に新聞紙を裂 んでいる。

・ ぎゅっと固めると いたり丸めたりすることで， 〈a-1〉
すごく固くなるよ。 材料とダイナミックな関わり

方ができるような導入を工夫
し，体全体を働かせて新聞紙
の特性を味わうことができる
ようにする。

・ 子どもが見付けた表し方に
名前を付け，キーワードにし
て全体で共有し，それを使っ
てどんな活動ができそうか話
し合うことで，次時の見通し
をもつようにする。

２ (2) 新聞紙の特性から ・ 活動場所にひもを張り，新 ・ 新聞紙を
表したいことを思い 聞紙を引っかけたり，結んだ 破ったり，

本 付き，造形活動を楽 りできるようにして，新たな 折ったり，
時 しむ。 発想を広げられるようにす 丸めたりし

・ ひもに引っかけた る。 ながら，造
ら面白そうだな。 ・ 前時に見付けた表し方を示 形的な活動

・ 秘密基地にして友 すことで，取り掛かりに時間 を思い付い
達を呼ぼうかな。 がかかる子どもも自信をもっ ている。

・ 友達よりも長くす て取り組めるようにする。 〈b-5〉
るぞ。 ・ 新聞紙で思いのままに形を ・ 新聞紙の

つくり，手触りを味わってい 特性を生か
る子どもを称揚したり，子ど して，破っ
もの思いに共感した声掛けを たり，折っ
したりすることで，表現の工 たり，丸め
夫を全体に広めるようにす たりする方
る。 法を工夫し

ている。
〈c-12〉

３ (3) 活動を互いに見合 ・ 前時に使った新聞紙を使い ・ 造形的な
い，よさや面白さを ながら，友達と一緒に活動す 面白さや楽
味わいながら造形活 ることで互いの活動をふり返 しさ，表し
動をする。 ったり，新しい表し方を見付 たいこと，

けたりして，よさや面白さを 表し方など
味わうようにする。 について，

・ 新聞紙に込めた子どもの思 感じ取った
いを引き出しながら取り組み り考えたり
のよさを賞賛したり，共感的 している。
な雰囲気をつくったりするこ 〈f-32〉
とで，新聞紙による造形遊び
で身に付けた力を確かめられ
るようにする。
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就学前に経験してきた様々な遊び（砂場，粘土，お絵かき，折り紙など）

色紙ならべ（造形遊び），「ゆめのまちさんちょうめ」（紙箱や空き容器を使った工作）



５ 本時の実際（２／３）

(1) ねらい 新聞紙の特性を生かして，破ったり，折ったり，丸めたりする方法を工夫し，

造形的な活動をすることができる。 〈c-12〉

(2) 展開

時間 学習活動 教師の支援 評 価

（・は予想される子どもの姿）

5分 ① 本時の学習内容を知る。 ・ 前時にみんなで見付けた，様々な形状の新聞紙を

・ ビリビリしたら，へびみ 示し，活動の見通しをもたせる。

たいになったよ。 ・ 表したいことがさらに広がっていくように，場所

・ ねじねじしたら，すごく の特徴についても知らせる。

硬くなったよ。 ・ 子どもの発見した活動のキーワードやつくったも

・ ひらひらして，スカート のを掲示し，前時に悩んでいた子どもの活動のヒン

みたいだったよ。 トになるようにする。

学習課題

もっと しんぶんしを へんしんさせよう。

30分 ② 新聞紙の特性から思い付 ・ 活動に見通しをもつことができるように，どうす

いた活動をする。 れば新聞紙をもっと変身させられるのか，話し合う

・ ひもに結んでみよう。 場を設ける。

・ 引っかけたらひらひらし ・ 活動場所にひもを張り，新聞紙を引っかけたり，

て面白いね。 結んだりできるようにして，新たな発想を広げられ

・ 秘密基地みたいだね。 るようにする。

・ 友達の新聞紙とつないだ ・ 活動が停滞している子どもにはどんなことができ

ら楽しいよ。 そうか，新聞紙の特性などから考えることができる

ように，キーワードを示しながら子どもと一緒に活

動する。

・ 新聞紙の使い方や表現を工夫している子どもを称

揚したり，子どもの思いに共感した声掛けをしたり

することで，自信をもって表現できるようにする。

新聞紙の形や特性を生かして，破ったり，折った

り，丸めたりする方法を工夫し，造形的な活動をし

ている。 〈c-12〉（活動・発言）

5分 ③ しんぶんしワールドを探 ・ 活動でつくったもののお気に入りポイントを発表

検したり，友達の活動を見 したり，みんなのしんぶんしワールドを探検したり

たりして，今日の活動をふ することで，楽しく鑑賞したり，自分の活動をふり

り返る。 返ったりことができるようにする。

・ 新聞紙の形や特性を生かした取り組みのよさを教

師が賞賛したり，発表を聞いたらみんなで拍手をし

たりして，共感的な雰囲気をつくる。

5分 ④ 片付けをする。 ・ 短時間で協力して片付けることができるように，

ゲーム的な要素を取り入れて楽しく取り組めるよう

にする。

・ 活動でつくったものを大切にする意識を育むこと

ができるように，つかった新聞紙をビニール袋に入

れて，次時の学習でもみんなで使うことを知らせる。
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